
●北京サマーセミナー2012 アンケートより

１．全体的な感想

（計 18 名。選択肢：満足／まあ満

足／やや失望／失望）

２．サマセミで何が充実していたか。

・中国語の学習環境がとても充実していた。毎日授業と課題におわれて大変
だった時もあったが、中国語漬けの日々を送れて、中国語を学ぶ環境とし
ては最高だった。

・中国語の授業。日本語抜きの授業はついていくことに精一杯だったが、ずっとネイティブの中国語に

触れられた。

・ほぼ毎日行われる授業。宿題もしっかりと出てクラスもしっかりと勉強する空気があった。

３．何が一番の収穫だったか。

・日本で報道される中国と実際に行ってみた中国のギャップに気づけたこと。
・自分の中で、もっと中国語をしっかり勉強したい、長期留学をしてみたいという意思がもてたこと。

・中国語に耳が慣れたこと。
・中国の文化や伝統を自分の目で見ることができたことです。

４．嫌なことはありましたか。

・トイレです。
・トイレの汚さにはちょっと困ったが、次第に慣れていった。

５．期待していたものは得られましたか。

・中国という国を以前より理解できた。肌で、勢いを感じた。
・将来の展望が開けました。中国語を学ぶ機会が無かったので、中国語を学び、それを活かし

たいと思うようになりました。

・日本にいてはただ覚えるだけにとどまってしまう、中国語の表現を現地で実際に使えたことです。ま

た、語彙増強も授業のみならず、食事のときにもできたのでよかったです。

・今の中国のことや、中国と日本の関係、歴史など学べることが多く、とても考えさせられたので、得

るものはたくさんありました。

６．期待通りの中国語力がつきましたか。

・流暢ではないが片言で話すことができることは増えた。

・以前と比べてリスニング力は上がったと思うが、中国語を自分で組み立てて会話をするこ

とがあまりできなかった。

・地元の人と話せるまでに伸びると思っていませんでした。

・明らかに、発音できる、知っている単語、漢字の量が増えました。日常生活に

使える多くの表現を学ぶことができました。中国語の聞き取りも中国に行く前よりも、上達を感じる。

・１ヶ月間での中国語能力の進歩は、日本でいくら勉
強していても、得られなかったと思うから。

・授業はもちろん、課外活動も充実しており、密度の濃い一カ月間を過

ごすことができた。

・サマセミの参加者や先生たちと深い話ができて、いろんな考えが聞け

て、人脈が広がったのがよかった。

・日常的に中国語を使うように意識づけることや、１日６時間の中国語

学習によって、使える中国語が身についたと感じるため。

・現地に実際に行くことで日本から見ていた中国とは別の中
国を知ることができた。



７．いちばん力がついたと思う項目は？

会話少ない語彙力であっても、工夫して意思を相手に伝えることができた。工夫するとは、「たとえ

ば・・・」と例を挙げたり、婉曲に伝えるのではなく「～がしたい」「～ない」などと直接伝えてみ

たりなど。日本語を中国語に訳そうとして、適切な中国語の単語を知らないという場合、辞書を使う

のではなく、もっと簡単な言葉で説明できないか考えられるようになった。

８．中国語が伸びた理由は何だと思いますか。

・１ヶ月日本ではなく中国で暮らすことで、習ったことを使える場面が多い
ところだと思います。

・中国語力が伸びたのは、いい意味で｢いやでも中国語を使わなければならない環境｣
にいたからだと思います。

・毎食の時間だと思います。先生との会話の中で授業外の表現が身につきました。

９．中国語の先生についての評価を聞かせてください。

・いつでも授業を盛り上げようとしてくれていた。授業もいつも一生懸命だった。教科書を教える以外

で、中国について学べたことも多かった。

・听力、口語の両方とも、テキストの例文がすぐに使える文ばかりだったので繰り返し
聞いたり、話す時間がたくさんあって有意義だった。

１０．サマーセミナーに参加して。

・サマーセミナーに参加する前は自分への試練くらいの気持ちだったのですが、振り返ってみると大変

さよりも楽しさのほうが圧倒的に勝っていました。このサマーセミナーが自分の意識が世界に
向いたきっかけになったと思います。

・本当に北京サマーセミナーに参加してよかったと思います。こんなに集中して中国語を学
ぶということは初めてでしたし、日中関係や日本の将来、歴史問題について良く知れて、考え

る良い機会でもありました。

・サマーセミナーに参加するまで悩みましたが、最終的に参加して大正解でした。中国に
対する考えが変わったし、自分自身の今の大学生活について改めて見直して考えることができ

ました。また中国に絶対いきたいです！！

・サマーセミナーに参加して中国留学の素晴らしさを見いだせた。

・今までは中国語に主に興味が向いていたが中国の文化にも興味が湧いた。ま

たサマセミで発音を集中して取り組めたので行く前の発音と比べ良くなったと思う。

・中国をニュートラルな目で見るようになった。中国語だけでなく英語も必要だと思うようになった。

・現在の留学も含め、現地に来て数ヶ月で習得が実感できるので、今まで思っていたより語学の壁
は低いと思えるようになった。言語はツールでしかないので、大事なのは流暢さではないと

思う。言語力を高めたいなら、深い思考が必要だと感じた。そうでなければ、いつ

も決まった話題しかできないから。

ヒアリング中国人の話す単語全ては聞き取れなくても、大

体理解できる状況が増えたと思う。もし相手の言ってい

ることが理解できたか不安なときは、「つまり～というこ

とですか」と聞き返せばいい。

発音声調が正しくないと中国人にはなかなか伝わらないか

ら、特に注意を払うようになった。覚える際は、単語で

覚えるというよりは、短い文の流れで覚えたほうが話す

際に使える。一方で声調が正しければ、日本人の苦手な

発音（そり舌音など）が不十分でも大丈夫だと思った。

さらに、単語一つ一つの声調も大切ですが、やはり短い

文の流れで覚えるほうが有効だと思う。


